
 

 

河川中上流部治水対策５箇年計画の推進 
 

兵庫県では、河川中上流部のうち、近年、越水による家屋や公共施設の浸水実績が

あるなど、治水安全度の低い箇所において、上下流バランスに配慮しながら、現地の

状況を踏まえた適切な治水安全度向上対策を、地域総合治水推進計画に位置づけた上

で、５箇年の緊急対策として推進する。 

 

 治水安全度向上対策【全県】 事業期間：H28～H32 年度 

事業箇所：約 50 箇所 

所要額 ：各年度約４億円（総額約 20 億円） 

 

 １ 安全度の低い箇所とは ※河川整備計画の整備区間外 

(1)越水実績がある箇所(例：家屋、病院や道路等公共施設などの浸水有) 

(2)水位局において避難判断水位を越える回数が多い箇所 

(3)氾濫予測情報で氾濫危険水位を越える回数が多い箇所 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２ 治水安全度向上対策 
   上下流バランスに配慮した即効的対策（原則として用地買収を伴わない） 

イ．河道拡幅（河床掘削、護岸工、河道内樹木の伐採等） 
ロ. パラペットによる越水防止 

 

図-２：対策イメージ
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【参考】 河川中上流部治水対策 検討予定箇所

東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の計画地域内では、
淡河川、美嚢川、多田川の他に、下図に示す箇所の調査・検討をH30年度までに
順次、実施していきます。
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淡河川、美嚢川、多田川における
河川中上流部治水対策について

加東土木事務所 河川砂防課・多可事業所
神戸土木事務所 河川課



①河川中上流部治水対策の背景

加古川水系の河川整備計画（概ね３０年間の計画）は、丹波圏域が平成２３年８月
に、中流圏域が平成２５年８月に策定

整備計画における整備予定箇所は次頁のとおり

河川改修は、原則、下流から進めることとしており、中上流域において河川改修が
進まない課題あり

中上流域においても、宅地の浸水や道路の冠水などの浸水被害が発生

河川整備計画の整備予定区間外において、過去の浸水被害等を勘案し、また、上
下流の治水バランスにも配慮しつつ、局所的な改修を実施

河川中上流部治水対策の事業概要
 事業期間：H28～H32年度
 事業箇所：県内全域で約50箇所
 事業費 ：各年度約４億円（総額約２０億円）

淡河川、美嚢川、多田川においては、平成２６年８月の洪水等で被害のあった区間
について中上流対策を実施することとする





一般的な河川改修のイメージ



中上流対策のイメージ



①河道内の掘削による流下能力向上



②河道内の樹木伐採による流下能力向上

美嚢川中流部

樹木伐採・抜根した個所については今後維持管理をしていく必要がある



③堤防の嵩上げによる溢水氾濫の防止
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※護岸の位置や形状等は調査・検討により変更する場合がある。
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淡河川、美嚢川、多田川における
河川中上流部治水対策について

加東土木事務所 河川砂防課・多可事業所
神戸土木事務所 河川課



①河川中上流部治水対策の背景

加古川水系の河川整備計画（概ね３０年間の計画）は、丹波圏域が平成２３年８月
に、中流圏域が平成２５年８月に策定

整備計画における整備予定箇所は次頁のとおり

河川改修は、原則、下流から進めることとしており、中上流域において河川改修が
進まない課題あり

中上流域においても、宅地の浸水や道路の冠水などの浸水被害が発生

河川整備計画の整備予定区間外において、過去の浸水被害等を勘案し、また、上
下流の治水バランスにも配慮しつつ、局所的な改修を実施

河川中上流部治水対策の事業概要
 事業期間：H28～H32年度
 事業箇所：県内全域で約50箇所
 事業費 ：各年度約４億円（総額約２０億円）

淡河川、美嚢川、多田川においては、平成２６年８月の洪水等で被害のあった区間
について中上流対策を実施することとする





一般的な河川改修のイメージ



中上流対策のイメージ



①河道内の掘削による流下能力向上



②河道内の樹木伐採による流下能力向上

美嚢川中流部

樹木伐採・抜根した個所については今後維持管理をしていく必要がある



③堤防の嵩上げによる溢水氾濫の防止



多田川

美嚢川

淡河川

河川中上流部治水対策
H28年度対策着手箇所

淡河川（神戸市）

美嚢川【口吉川工区】（三木市）

美嚢川【吉川工区】（三木市）

◆ 多田川（多可町）



淡河川

河床掘削L=110m

現況①

①

現況③（井堰）

現況②（パラペット）

淡河川（神戸市）

③

②

河床掘削（30㎝）



美嚢川

美嚢川

樹木伐採
L=600m

現況①

現況②
①

③

②

美嚢川（三木市）

樹木伐採
L=350m

樹木伐採

対策（②付近）

[口吉川工区]

①上流側現況③

過去の浸水範囲※

対策箇所

※H16.10洪水の再現計算

樹木伐採

対策（③の下流）



護岸整備

対策

築堤

美嚢川

過去の浸水範囲※

対策箇所

※H16.10洪水の再現計算

現況①

現況②

①

②

パラペット整備L=140m

美嚢川（三木市）

美嚢川

農地

パラペット整備

対策

(ｲﾒｰｼﾞ)

※護岸の位置や形状等は調査・検討により変更する場合がある。

[吉川工区]



多田川

多田川（多可町）

杉原川

松井小学校
(避難所）

護岸整備L=150m

現況①（堤防が低い）

松井小学校

増水時の様子②

①

②

対策箇所

護岸整備

対策

築堤


